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    滴石史談会第 25 回会員自主研究成果発表会 資料    2019・1・19     

 

   戊辰戦争 150年記念行事を終えて―― 

   いつのまにか「カミ」になっていた「ホトケ」 

  長崎振遠隊兵士福田栄之助、墓碑銘から見えてきたものは… 

                  

                      発表者   関  敬 一 

 

 昨年 9 月、当会では、戊辰戦争 150年「雫石口・橋場の戦」を語り継ぐ―と銘打って 3 部構 

成の記念行事を行った。サブタイトルは――幕末動乱、雫石の１１０日間――であった。 
 

 幕末から明治への移行期の慶應 4（1868）年に起きた戊辰戦争（秋田戦争）において、雫石 

は岩手県内唯一の地上戦の戦地となった。その戦いが「橋場の戦」である。 
 
Ǆ ɵ ˕ǲǑǋǭῑ КǮǶƲ ˕ǵ ₴ 2 1869 ₴ 3 25 ǲὟ֦
Ǯ ǓǉǪǦƳ ˕Ʋ己巳の役（きしのえき）と呼ばれることもある。〕 

  

「橋場の戦」のことでよく知られているのは、地元のマタギ与吉（よぎ）が官軍・長崎振遠 

隊の斥候長福田栄之助を火縄銃で狙撃、一発で斃したという話。当時の雫石の人にとってはま 

さに胸のすくような“快挙”であり、今でも語り草になっている。 

この時戦死した福田栄之助の遺骸は雫石村の廣養寺に葬られたということも町史に掲載され 

ており、上寺さん（廣養寺）に福田の墓があることを知っている人も多い。 

 

 

                      明治に建立された福田栄之助の墓石。 

                      廣養寺山門をくぐってすぐ左手、杉木立の前 

                     にあった。このほど戊辰 150年祭を記念して奥

の墓地に隣接する場所に移転整備された。 

                     ――左写真は 2000年頃撮影。 

（廣養寺作成の寺院紹介冊子より複写） 
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しかし、これまで「福田栄之助」については長崎振遠隊の兵士であることぐらいしかわかっ 

ていなかった。今回の行事のための調査や「新たな資料」、さらには“偶然”が重なり、福田の

身分など意外なこともわかってきた。 

 

「新たな資料」とは「角館戊辰戦史」（角館史考会発行）のことである。この本は秋田・旧角 

館町の郷土史家遠藤桂風が、戊辰戦争から 60 年となる昭和 3 年（つまりこの年も干支は“戊 

辰”）に編集発行したものでる。この本の中に全くの偶然であろうが福田が狙撃される直前まで 
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行動を共にしていた秋田藩兵の回顧談が載っており、なんと、その中に福田と交わした会話が

収録されていたのである。 

 

また、今回、戊辰 150年祭に向けて廣養寺様が福田栄之助の墓石を移転整備することになり、 

その洗浄を吉村石材店が依頼された。これを聞いた筆者が吉村石材店さんの工場にお邪魔して、 

その墓石をつぶさに見せてもらった。洗浄された墓石は通称ゴマ石と呼ばれる盛岡石（花崗岩）。 

碑面の凹凸は分かるが、碑文は全く判読できない状態だった。そこで吉村石材店さんのご協力 

を得て“にわか拓本”をとることにした。工場の事務室にあった赤色クレヨンを使い、碑面に 

白い紙をあててその上からクレヨンでこする、といった原始的な方法だったが、何とか文字が 

読めるような“拓本”が採れた。 

福田について、これまでわかっているのは氏名と年齢、出身地ぐらいであるが、今回、今ま

で記録がなかった福田の「墓碑銘」が明らかになり、そのほかの事柄も何点か判明した。 
 

福田栄之助の墓が「官修墳墓」に指定されていたことは知られていたが、新たに判明した墓 

碑銘から、意外なことに明治初期の「神道の国教化政策」にまで話が波及しそうなことまで分 

かってきたのである。 

 

以上のような、新しい資料や偶然の出来事を通して見えてきた官軍・長崎振遠隊兵士福田栄 

之助の実像に迫ってみる。 

 

 

 まずは、全体像をつかむため改めて戊辰戦争「雫石口・橋場の戦」を振り返ってみよう。 
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（町史より） 
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https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B9%E3%83%9A%E3%83%B3%E3%82%B5%E3%83%BC%E9%8A%83
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%9E%E3%82%BF%E3%82%AE
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     （終わり） 

 

 

          ごぞんじでしたか？ 旧暦と新暦の違い 

          これを知れば史実がよくわかります。 

  資料文中の日付は「旧暦」で表記。「新暦」に換算すれば下表のようになる。 
 

     出来事    旧  暦   新  暦 

 戊辰戦争ぼっ発 慶応 4 年 1 月 3 日   1 月 27 日 

 鎮撫総督軍盛岡に到着      5 月 1 日   6 月 20 日 

 鎮撫総督軍雫石に滞在     6 月 24 日   8 月 12 日 

 盛岡藩、大館口から秋田に宣戦布告     8 月 9 日  9 月 24 日 

 盛岡藩雫石口 国見から秋田に進攻     8 月 21 日  10 月 6 日 

 盛岡藩降伏     9 月 25 日  11 月 9 日 

 橋場の戦     9 月 28 日   11 月 12 日 

 盛岡城明け渡し    10 月 15 日  11 月 28 日 

  元号が「明治」に改まったのは（慶応 4 年）9 月 8 日から → 1868 年 10 月 23 日） 

 

 資料；【長崎振遠隊とは】 
総員 300人以上（当初 150人、最終 337人）の隊員はイギリス式の教練を受け、筒袖に袴、 

両刀を腰に差し、ライフル銃を持ち、韮山笠をかぶった西洋式の軍隊に編成された。 

慶応 4年（1868年）、島原藩・大村藩・平戸藩・佐賀藩・福岡藩・秋月藩の諸藩兵が奥羽に 

出征する際、振遠隊の面々はその軍に参加することを沢総督に自ら願い出た。 

振遠隊は、7月 19日に長崎港からイギリス船フィロン号に乗り組み、海路で秋田に上陸。同 

月 24日に秋田領舟川に到着し、26日に勤王派の秋田城下に入り、角間川の戦いに臨み、庄内 

藩の軍と戦ったものの敗走した。その後、南部藩降伏の報を受けて、9月 28日南部藩雫石に転 

戦し雫石・橋場口の戦いを起こした。10月 15日には盛岡城へ入った。戦功を賞された振遠隊 

は、10月 19日に凱旋の途につき、仙台・福島・宇都宮を経て 12月 12日に京都に入った。そ 

して御所で酒肴を下賜された後、大坂から神戸に出て 16日にロシア船に乗船、12月 20日長崎 

に帰還した。戦死 13名、病死 4 名、負傷 13名という犠牲があった。 

   戦没者の合祀 
戦没者（病死含む）17名は、明治元年（1868年）12 月に楠稲荷社内の招魂場に祀られ、後

に佐古招魂社に合祀された。この招魂社は後に長崎県護国神社となった。 

                      【以上、「長崎県の歴史」ほかを参考】 

 

ṥ Ṧ  

島田虎次郎、  峰仙右衛門、  西賢次郎、  服部巳之助、  古川重五郎、  

https://ja.wikipedia.org/w/index.php?title=%E6%B2%A2%E7%94%B0%E6%96%89&action=edit&redlink=1
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%B8%89%E6%88%B8%E5%BC%8F%E9%83%A8
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%9B%9B%E5%B2%A1%E5%9F%8E
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緒方安市、 松田重助、 宮下鐵彌、 矢島廣助、 伴為助、 堀川立造、  

田川熊三郎、  福 田 榮 之 助、  正封源三郎、  岡崎程蔵、  江崎左平次、 

坪田清三郎  

                   【長崎・佐古招魂社「振遠隊戦死遺髪碑」】より 

 

 

Ⅰ・それでは新たな資料【角舘戊辰戦史】から福田栄之助の姿を追います。 
 

角館戦史の「旧秋田兵の回顧談」から抜粋した秋田兵の証言に、 

福田栄之助の死の直前の行動と話が出てきます。 

 

戦場での分捕り品の扱いで福田栄之助に強い不信感を抱く 

                   ◆ 

   「 煙かった炊事 」   蓮沼 隆助 談 
 

 自分等の隊長（甲山隊長介川敬之進）が角間川合戦で戦死したので、その後渋江兵部の部下 

となり一路直ちに生保内に繰り込んだ。9 月 28 日朝 3 時頃から山中の賊を追撃して南部領の橋 

場に出たが、此処は余程の合戦で福田栄之助などの戦死があった。 

福田と云えば、自分等が山越えの際発見した三箇所の台場には、賊の遺留品が相当にあった 

から我が隊の分捕札を建てようとしたら、福田が無用と云ふので其の儘に打捨て置いたが、そ 

れが後から来た長崎振遠隊の功となったのは遺憾であった。 

橋場の小屋には食料品寝具等多数あったが、困った事には燃料がなかったので、止むなく膳 

椀等を焚いて炊事した。處が其の漆の煙で、一同が腹を抱えて咽返ったなどは滑稽であった。 

橋場の向こう春木場附近に近づくと既に降伏の札が見え、上下を着た役人が丁寧に挨拶するな 

どは愉快であった。 

ǀǚǵ ǶƲϼǲЋ̝ᴣǲ ̂ǞǦƼ ˕ ꜠ ˗ ɵͪἭ ƽǵǍǨ σ 

ǵƼ˗Ѽἶ ̝ƽ ǵ ᾭǲƼԍ ƽșȱɒɶǞǭ ̂ǞǭǋȅǠƳƽ 

 

                    ◆ 

 福田栄之助と行動を共にしていた秋田藩兵の蓮沼さんは、「橋場の戦」当日のことを上記のよ 

うに回顧している。戦場での分捕り品をめぐって福田への不信感をあらわにしている。 

この文では福田の身分・階級は示されていないが、蓮沼さんの文から推測して、福田の態度 

は横柄な印象を受ける。振遠隊の中でも威張っていたほうではなかったかと思われる。あるい 

は、こうした福田の態度から盛岡側で巷間いわれる「斥候長」の肩書が出てきたのかもしれな 

い。 

それでは、実際福田の階級は何だったのか。手掛かりは web サイトにある「長崎振遠隊人名 

録」という記事にあった。ここには戊辰戦争・己巳戦争における振遠隊の戦没者名と墓石の写 

真が掲載されている。岩手県「廣養寺」もあり、そこには墓石の写真とともに――、 

 

「福田栄之助 二等兵斥候 明治元年 9 月 28日陸中橋場で戦死 24歳」と記載されている。 

 

参考までに同人名録で秋田県内の寺院に埋葬された振遠隊の兵士の「階級」を見てみると次 

のようであった。 

南翁寺（大仙市）…兵卒、半隊司令官、三等兵 

宝蔵寺（同上） …三等兵、押伍、大砲方下等士官、三等兵、下等士官、銃士 

普洞院（同上） …三等兵、 
 

これだけからは町史などに記載されている「斥候長」という役職があったかどうか判断しか 

ねるが、「三等兵」の存在を考えれば、二等兵の福田栄之助は何人かの「部下がいた地位」の兵 

士だったかもしれないとも推測できる。 

 



6 

 

Ⅱ・ 次は、廣養寺にある福田栄之助の墓の墓碑銘から今回新たにわかった事 

である。 
      

慶應元年 9 月 28日橋場で戦死した福田栄之助の遺骸は翌日 29日に雫石の廣養寺の山門そば 

の寺庭に埋葬されたものと思われる。戊辰戦争の他の資料によると埋葬にあたっては遺体の損 

壊状況により寝官と座棺の二種類があったという。福田はどちらだったかは不明である。他の 

資料によると「遺髪」は、それぞれの出身地へ届けられたという。 

 

 官修墳墓に指定 

明治 7年 2月 15日、内務省によって、戊辰及び己巳両年における従軍殉国の戦没者の遺骸埋 

葬の墳墓は官費で修理する旨を布達され、同時にその墓所の調査が行われた。 

この調査で、橋場村で戦死した長崎振遠隊斥候隊長福田栄之助（行年 24歳）の墓が、雫石村 

の廣養寺に在る旨が報告され、官修墳墓として指定された。（雫石町史Ⅰ・1166ｐ） 
 

  官修墳墓は「監守人」が置かれ管理された 

廣養寺の福田栄之助の墓は、明治時代には官修墳墓に指定され県から管理費と 

して毎年 6円 25銭が交付され、監守人が置かれた。監守人は〔上野祐七 ―  

木村政太郎 ― 高村由蔵 ― 高村圭次郎 ― （大正以降は不明。）〕と続 

いた。戦前雫石の人々はお盆にこのお墓にお参りをしていたといわれている。 

戦後、昭和 42年 9月 28日、戊辰 100年祭記念として、廣養寺と篤志家の高村 

栄一氏（故人・中町高村製麺所・高村栄治氏の父上）によって顕彰板が墓前に 

建てられた。                  673  

 福田の墓碑銘が判明 

 前述したように、今回戊辰 150 年祭のため廣養寺の平井正道御住職は墓石をこれまでの山門

付近（寺庭）から本堂南側の知新館近くの井戸の西側（墓地の隣接地）に移す事を計画された。 

この際に墓石の洗浄を行った結果、判明した墓碑銘は次のとおりである。 
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  墓前に新たに設置された「福田栄之助の墓」説明碑の碑文 
【旧墓所に在った「顕彰板」の説明文を、今回廣養寺御住職が一部修正して黒御影石に刻したもの。】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  

官修墳墓は、日本政府が管理する、幕末から西南戦争にかけての官軍死者の墓地。明治 7（1874） 

年から昭和 17（1942）年までに 1,013 所が設置された。1所に 1柱が葬られたわけではなく、 

複数柱が葬られた場合もあり、1柱の戦没者が複数の墓地に祀られている場合もある。戦前は 

政府が修復費を支給していた。現在の法的位置付けは不詳。昭和 33年（1958）に政府の調査が 

あったが、管理はされていないようである。そのため、毀損、移転した墓もある。なお正式に 

は地名を付して「〇〇官修墳墓」と称したが煩雑なので、通称などを優先する。被葬者は政府 

の調査漏れがなければ、靖国神社の祭神である。 

京都、会津若松、熊本などの激戦地や、東北戦線などに出兵した官軍藩の地元に多い。陸海 

軍墓地との区別や関係はよく分からない。陸海軍墓地が陸軍省・海軍省の管轄だったのに対し 

て官修墳墓は内務省神社局（のち神祇院）の管轄だった。  
 

  官修墳墓の数を都道府県別にみると……（第 6 位まで） 

 第 1 位  第 2 位  第 3 位  第 4 位  第 5 位  第 6 位 

 福島県 

  186 

 秋田県 

  128 

 熊本県 

   96 

 新潟県 

   91 

 栃木県 

   85 

山形・長野 

   44 

  24  

   6 1 2 3  

                 〔出典：安藤希章著『神殿大観』（2011-）〕 

  

 ◆戊辰戦争の戦死者数   （ṡ Ṣ ） 
   

 旧幕府側  8,625 名    新政府側 4,937 名（うち靖国神社招魂数 3,568。） 

  合計 13,562 名 とされる。   ṕẓ אל ךּ Ṗ 
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   福田本人も驚き？ ――「仏」が「神」になった 
 
 前々ページ（６Ｐ）に掲載した「福田栄之助の墓石の墓碑銘」と７Ｐ掲載の「墓前の説 

明碑」を見て、大多数の方がなるほどと思われたと思う。 

一方で、おや？と思われた方も少なからずおられたのではないかとも思われる。 
 
墓（竿）石の両側の記載は「死亡年月日及び場所、年齢」そして「出身地と階級」であ 

り、そのまま福田栄之助の人定情報である。（但し「斥候長」ではなく「斥候」である。） 

 また、墓前の説明碑の末尾には、明治元年の埋葬当時の戒名（仏名）が「光明院珉禜雄

心居士」と記載されている。当時の御住職がお付けになったのだろう。 

   お墓に「○○神位」とは？ 

 ところが、墓石の正面には「福田栄之助光明神位」と刻まれているではないか。 

＜何これ？＞である。なぜ、「戒名」か「福田栄之助之墓」ではないのか。筆者もこの文字を初 

めて見た時には目を疑った。 

 結論からいって「福田栄之助光明神位」は、靖国神社に祀るための神式の墓碑銘らしい。 

 “らしい”と書いたのは、正式の神道の場合、一般的には墓石正面には「○○家奥津城」と 

刻むそうだ。 （「奥津城」と書いて「おくつき」と読むとのこと。） 

   長崎振遠隊兵士だけの動きか 

 それではと思い、前述したウエブサイトの「長崎振遠隊人名録」に掲載されている秋田県大

仙市南翁寺の振遠隊士の墓石の正面写真をよく見てみた。すると、 

 堀川立造 義明神位 

 西賢次郎 知影神位     左のように、「〇〇神位」 と 「神位」 の二通りあった。 

 田川熊次郎  神位 

大仙市宝蔵寺の振遠隊兵士も同様に「○○神位」と「神位」の二通りがあった。 

 ところが、これは全て振遠隊兵士だけであり、その他の官軍兵士、例えば同じ長崎でも平戸 

藩の兵士石田喜七の墓石には「石田喜七直義墓」とあるだけだ。 

 どうやら、この「神位」は長崎振遠隊兵士特有の表記だと思われる。 

   神道の国教化政策推進の影響か 

 墓石の「神位」について「なぜ」と考えてみた。思い当たるのは明治初頭のわが国における 

「日本神道」の国教化に関する大きな動きだ。その流れを受けての「神仏分離令」の発令や、 

そこから派生する「廃仏毀釈騒動」のことである。当時雫石でもその影響があった。 

 では、まず当時の「神道」を巡る世の中の動きを見てみよう。 
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＜参考＞    靖国神社とは 
 

靖国神社は、明治元（1868）年、新政府軍と旧幕府側との間で戦われた戊辰戦争で戦死した 

軍人をまつるために創建された「東京招魂社」が前身である。７９年に「靖国神社」へと改称。 

「別格官幣社」という特別の社格を与えられ、国家神道の中心的神社と位置づけられた。 

 一般の神社とは異なり旧陸軍、海軍両省が管理する軍事的宗教施設だった。明治維新からア 

ジア・太平洋戦争までの戦没者２４０万人余をまつっているが、いずれも“天皇のため”に戦

って死んだ軍人・軍属だけ。 

 このため、戊辰戦争、西南戦争（１８７７年）で天皇に背いた“賊軍”の西郷隆盛や捕虜と 

なって病死した兵士、原子爆弾や空襲の民間犠牲者、旧「満洲」など外地で死んだ一般国民な 

どはまつられていない。 

 

＜参考＞             【岩手山神社】 

雫石での神仏分離令、廃仏毀釈 

 
【神仏分離】           

 明治維新にあたって、神仏混淆であった寺院に対して、神社と仏教との分離が布告された。 

雫石の寺院の中では、この布告によって神道を標示したものに大勝寺の末寺である雫石村の龍 

勝寺と繋村の安楽院がある。 

 明治２(1869)年２月、盛岡の天台宗羽黒派の修験寺院である大勝寺は、末寺十二ヵ寺院とと 

もに神道を以って勤めたいと願い、また別当寺である岩鷲山大権現も岩手山神社と改めた。し 

たがって、末寺である雫石村の龍勝寺と繋村の安楽院は仏教を排し、神道で勤めることとなっ 

たが、後に廃社になった。 

 この時住職で修験者である人々は還俗をし、雫石村の円蔵院は木村円と改め、南学院は諏訪 

広軌(のち囲浪と改める)と改め、繋村の安楽院は佐藤と名を改めて神道に奉仕することとなっ 

た。 
 
神仏の整理 

 明治３(1870)年６月、盛岡藩は町村の神社を検分して寺院や社堂の内部はもちろん、その境 

内にあるものまで分離した。そして町村にある月山、湯殿山、百万遍等の石碑の類までも撤去 

させた。１０月には、屋敷内にある神社までも撤去して御神体は家の中に安置するよう指示し、 

 

https://ja.wikipedia.org/wiki/1875%E5%B9%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/1877%E5%B9%B4
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一村一神社になるよう神社の整理統合を行った。雫石にも屋敷内に神社を祀る旧家があったが、 

こうして他に移された。この時雫石村の上町にあった山王社(三社座神社斜め向かい)は、岩手 

山神社に統合された。 
 
一村一社 

 明治４(1871)年７月４日、太政官令によって神社の定数が定められた。郷社の神社は一村一 

社とし、戸籍区一区に郷社を一社指定することを原則として区域内にある村社のうち、首位に 

ある村社を郷社とする、という規定である。これによって県内に３６の郷社が定められた。 

 雫石は第１２番区（長山村、西根村）…… 雫石神社(上西根・タンタン) 

    第１３番区（雫石村）   …… 三社座神社 

    第１４番区（繋村）     …… 藤倉神社 
 

郷社の改廃 
 明治６年３月、岩手県では、先に決定した郷社を全廃し、新しい区に改めて郷社を指定した。 

この時、雫石全村の神社のうち、郷社は雫石村に鎮座する三社座神社（字八卦）のみである。 

雫石村鎮座では、八幡宮が二番目の「諸社」に指定されている。 
 

廃仏毀釈 
 全国的に広がった破壊活動であり、おそらく雫石でも発生したであろうが町史などにもその 

記録はない。 

 ただ、筆者が調査のため写しをお預かりしている旧下久保の福崎家らが祀る「下久保十一面 

観音（通称・福崎観音）」の「観音堂再建一件綴り」（昭和 3 年 4 月 17日）にそれを伺わせる記 

述があるので紹介する。―― 

 （1）観音堂は如何にして廃止せる哉 

  明治維新の大改新は堂宇廃佛棄釈の過渡期思想摩然として起こるに当たり 過激なる復古 

思想は田舎の小祠堂宇の徴證不完全なるものを悉く没収・廃止の運命に導き入れる（中略） 

下久保十一面観音は創始の年代及びこれに関する資料寔に少なきものありて其の實年代を推 

知する能わざるも前記境内の巨樹より見ても相當年代を漱り得べき性質たるや言ふまでもな 

し、当時は一枚の棟札ありしのみなる由傳ふれども其の文面の記事等知れる者なし、堂宇破 

壊を知れる者本村に尚三人あり、吉田由松氏、正木鉄五郎氏、福崎順平氏にして、其の幼時 

の目撃談を有せり。 ――とある。 
 
「福崎観音」は明治 4年に破壊されたが堂宇の一部は永昌寺に避難安置された。昭和 2年に 

元の場所に移遷した、とある。翌昭和 3年 4月再建式典を挙行している。 

 
 
   官修墳墓の管理手当  年間 6 円 25銭 は今のいくら？ 
 

明治時代は、日本経済が発展しはじめたばかりで、物価に比べて賃金の水準は 

 低く、いまよりも、職業によっての所得格差も大きかったようです。お給料が安 

ければ、それだけ 1 円の重みも違います。明治 30 年頃、小学校の教員やお巡り 

さんの初任給は月に 8～9 円ぐらい。一人前の大工さんや工場のベテラン技術者 

で月 20 円ぐらいだったようです。このことから考えると、庶民にとって当時の 

1 円は、現在の 2 万円ぐらいの重みがあったのかもしれません。 

               web  

 

      【答え】  6 円 25銭×2 万円 ＝125,000円 ぐらい 

 

 

   本人の知らぬ間に「ホトケ」が「カミ」になっていた 
 

 こうした宗教政策の流れの中で、福田栄之助をはじめとする長崎振遠隊の戦没者たちは、明
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治 7 年の官修墳墓の指定とともに「神位」の称号を与えられて、靖国神社へ祀られていたので 

ある。もちろん戦没者の意思とは関係なく、おそらく振遠隊の関係者と国との間で決められた 

ことだと思う。 

 明治元年旧暦 9 月 29日、「光明院珉禜雄心居士」という立派な戒名を与えられて仏（ホトケ） 

になり廣養寺に永眠しようとしていた故福田栄之助氏は、7 年後、長い眠りから突然起こされ 

て（？）、こんどは神（カミ）として顕彰されることになった。あまりの変化に本人は戸惑って 

はいないだろうか。戦をしてきた彼は戦場の修羅場も見てきたはず。その彼は天皇のために戦 

って死んだ者だけが英霊とされ、それ以外の兵士の遺骸はその場に打ち捨てられることもある 

という現実をどう考えるだろうか。 
 

“賊軍”の名を背負わされた盛岡藩の者だからと言うわけではないが、同じ日本という国に住 

み、共に「大義」のために戦いながら、一方の戦死者にだけ栄誉を贈ることにどれほどの意味 

があるのだろうかと考えてしまう。 
 

  

                    【靖国神社】 

 

     神道と仏教の祭事 
 
    

19 11 44  

    

 

                  ◆ 

   満州事変後の昭和 9年 10月、民間の神社関係の一人である葦津耕次郎氏は、靖国神 

  社において、仏教各宗派の参加する仏教供養をすること、そしてそのための「靖国会」 

  を組織することを提案している。葦津によれば、神仏融合こそ日本の本来の姿であり、 

  明治維新期の廃仏棄釈は誤った政策にほかならなかった。靖国神社における神職の祭事 

には、「英霊に感謝し、その勲功を賛美する。」面に力点があり、「その魂を慰め安堵」 

  させる「仏教の回向、又は供養」は施されていない。この回向を施してこそ。「死んで 

も死にきれない」思いの、戦死者の霊も浮かばれると考えたのである。 

   この葦津の提案は神社界からの強い反発を受け、排斥されるが、また下って敗戦後の 

  昭和 31年 12月に、政府によって現在の千鳥ヶ淵戦没者墓苑の建設が決定されたとき、 

  日本遺族会から、靖国神社境内に墓苑を建設する強い要望が出されたという。しかし靖 

  国神社は宗教法人であり、一方、墓苑は国のものであるという理由で、それは実現しな 

かったという。 
 

 以上のような事実は何を物語るものなのか。日本の歴史において、少なくとも近世ま 

で、一般的に死者はホトケとして祀られてきたのである。それを近代になって、とくに 

戦死者をカミとして祀ろうとした点に、そもそも無理があったのだろう。そこでは遺族 

の意識との大きな落差が生じることになった。「遺骨を納めた忠霊塔にお参りするとほっ 

とする」と多くの遺族が語っているという現実は、国民一般の意識を反映しているとは 

いえないだろうか。遺族は本音として、遺骨に拘り、あるいは戦死者をホトケとして祀 

ることに、あくまでも拘ったのではなかろうか。そのあたりに、国家祭祀、靖国神社祭 

祀の限界が見えてくるように思える。この問題は現在でも燻り続けているが、さらに 

「イエの祭祀」にまで視野に入れることで、今後戦死者祭祀をめぐる議論は、益々深化 

していくものと考えられる。 
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  終わりに 
 

 雫石の戊辰戦争を語るとき、やはりマタギのヨギ（与吉）と福田栄之助を抜きには話が進ま 

ない。しかし、ヨギもそうであるが、福田栄之助についてはこれまで「長崎振遠隊斥候 橋場 

村にて戦死 24 歳 」程度の情報しかなかった。 

 それが、今回の戊辰戦争 150 年記念行事を機に、福田に関するさまざまな新しい情報が出て 

きた。偶然ではあるが「角館戊辰戦争史」に福田の行動と言葉が出てきたのには正直驚いた。 

 それにもまして、墓石中央に「福田栄之助光明神位」と銘が刻まれていたことは全く予想外 

のことであった。明治 7 年に官修墳墓に指定（イコール靖国神社の祭神になる）された時に刻 

まれたのであろう。 

 その時の、廣養寺のご住職の思いはどんなものだったろうか。おそらく先々代あるいはさら 

に一代遡るかもしれないご住職の時代であろうか。縁あって、福田がこの寺に葬られ、「光明院 

珉禜雄心居士」という立派な戒名を与え、以来六年間懇ろに弔ってきた「仏」である。藩政時 

代からずっと神仏習合を経験してきたとはいえ、ある日突然、今日から「柱」と数える神にな 

ったと言われても、すぐには納得できるものではなかったであろう。しかし、時代は、その数 

年前に頓挫しつつあったとはいえ「神道の国教化政策」や「富国強兵政策」が進められている 

さ中である。受け入れるしかなかったのである。以来、官修墳墓の監守人とともに福田栄之助 

の墓を守り続けてきた。 

太平洋戦争前、盆正月に廣養寺にお参りする雫石町民が必ず福田の墓にも手を合わせたもの 

だと雫石町史Ⅰに書かれている。戦後は高村栄一さんという篤志家が個人的に墓守のような役 

目を務めていた。筆者も役場職員時代（50～30 年前）に、廣養寺境内で高村さんのお姿をたび 

たび目にしていた。当時はまだまだ「官軍」、「賊軍」の意識が残っている時代だった。「偉い人

だな」と感心したものだ。 
 

 そして今回、慶応四年以来 150 年、さまざまな時代を経ながらも従容中道として福田を弔い 

続けてきた廣養寺の御住職が、150 年祭のために墓所を「寺庭」から「墓地」の入り口に移し、 

周辺も立派に整備された。また、昨秋の記念行事の日に合わせて、新しい墓所でわれわれ見学 

者を加えて 150 年忌法要を営んでくださった。 

 こうして多くの人々の「仁の心」に見守られ、異郷の泉下に眠る福田栄之助さんもきっと 

「雫石の地に葬られて良かった…」と思ってくれているに違いない。 
 

 戊辰戦争 150 年記念行事は終ったが、これからも折にふれ、福田栄之助さんの墓前で手を合

わせ、平和な社会と人々の幸せを祈りたいと思う。 

 

本資料に登場する人物紹介 

 

石田英吉 （長崎振遠隊長として雫石滞在）    

（天保 10（1839）－明治 34（1901）） 

 

土佐藩士（医師）の家 

に生まれる。緒方洪庵 

の適塾に学ぶ。高杉晋 

作の奇兵隊に貢献。戊 

辰戦争でも活躍。維新 

後秋田県令、長崎県令、 

千葉県知事、陸奥宗光 

農商務大臣の次官、高 

知県知事など歴任。 

のち勅選貴族院議員。 

29 年男爵。63 歳で没。 

 島地黙雷 （僧侶・しまじ もくらい） 

天保 9 年山口周防の寺 

に出生。慶応 2 年島地 

村の寺の住職に。島地 

姓になる。 

西本願寺の維新の三傑 

の一人。明治 5 年仏教 

徒として初渡欧。維新期

の宗教界の混乱を仏教徒代表として収拾。

明治 25 年盛岡北山浄土真宗願教寺 25 世住

職に。明治 44 年 79 歳で没。 
 

 法嗣子の島地大等（願教寺 26 世）の講話

が宮沢賢治の法華経信仰の契機となった。 

東京帝大でインド哲学の講師を務めた。 

 

 

 

 

 


